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1 はじめに

東北地域の転作田などにおいては、Lo n um属とFestu

ca属の交雑による牧草フェストロリウム(以下、FL)が

既存草種のオーチヤードグラス等よりも初期生育が旺盛

で、品質等に優れる有望な草種として期待される。しか

し、既存のFL品種は海外で育成されたものが多く、本

地域の環境条件に必ずしも適合していない。そこで、海

外から導入したFL品種における東北地域への適応性に

ついて検討する必要がある。利用 1年 目の環境適応性及

び収量性については、品種によつて大きく異なることを

既に報告した
。。本報では、水田に導入する際に重要な

形質である耐湿性について、初期生育期の幼苗を用いて

検定を行い、他草種との比較及びFL品種の差異を調査

した結果を報告する。

2 試験方法

試験 1-他 草種を含むFL品種間差異

FL3品種を含む 8草種14品種・系統 (表 1)を材料と

し、園芸培土を詰めたシードリングケースで 3反復10個

体ずつ温室で冬期間に栽培した。播種 3週後に標準 (通

常灌水)区と地表 5cm程度の湛水区を設置し、 4週間処

理を行つた。処理後、草丈、全茎数、地上根発根程度 (1

:少～ 9:多 )、 地上部乾物重 (地上部約 l Cm)、 地上部

乾物率、地下部乾物重及び地下部乾物率を測定し、田瀬

。小林
秒と同様に形質変動値 【(湛水区―標準区)× 100/

標準区、ただし地上根発根程度は、湛水区
―標準区】を

算出し、総合的に耐湿性を評価した。

試験 2-再 生草における差異

FL2品種を含む4草種 6品種 (表 2)を材料とし、園

芸培土を詰めたシードリングケースで 3反復10個体ず
つ

温室で春～夏期間に栽培した。播種後53週及び96週後

に2回刈払つた再生 3番草を用い、標準(通常灌水)区
と

地表 5 cⅢ程度の湛水区を設置し36週間処理を行つた。

処理後、草丈、地上部乾物重〈地上部約 l Cm)、 地
上部乾

物率、地下部乾物重及び地下部乾物率について調
査した。

3 試験結果及び考察

草丈と地下部乾物率を除く全形質において、形質変動

値は品種・系統内で大きく異なっていた (表 1)。 標準区

と湛水区における地上部乾物重の差を検定したところ、

オーチヤードグラス2品種以外は湛水区における有意な

乾物重の減少はみられなかった。耐湿性で選抜された高

系22号
υを含むイタリアンライグラスは湛水区における

乾物増加量が大きく、他のライグラス類は中程度の増カロ

を示し、FL及びフエスク類は同程度であつた。このこ

ことから総合的に評価すると、耐湿性はイタリアンライ

グラス>他のライグラス類>FL>フ ェスク類>オーチ

ャードグラスの順にあると判断された。FL3品種の地

上部乾物重 (形質変動値)は、いずれもペレニアルライグ

ラスとフエスク類の中間の値を示し、湛水区の方でより

良好な生育を示したことから、供試したFL品種の耐湿

性は高いと考えられた。なお、的場ら
1)はパウリタの耐

湿性が Fl.品種内で高いとしているが、本試験ではエバ

ーグリーンの耐湿性が他品種に比べ高く、異なつていた。

この違いは試験条件や評価法によると考えられることか

ら、品種間差についてはさらに検討する必要がある。

田瀬・小林
のは、ライグラス類において地上根発根程

度と耐湿性の間に高い相関関係があることを見
いだして

いるが、本試験においてもオーチヤードグラスなどの草

種を含め、両者の間に極めて高い順位相関 (図 1:ρ =08

6、 p〈0001)が みられ、地上根発根程度も幼苗における

耐湿性指標として利用できることが確認できた。
一方で、

標準区における地上部乾物重と地上部乾物重の形質変
動

値の間にも高い順位相関 (図 2;ρ =078、 pく0005)があ

ることから、幼苗における耐湿性は評価時の生育量に影

響される●r能性があると思われた。しかし、再生
3番草

を用いた試験 2で、評価時の生育旱と幼苗の耐湿性
の間

に一定の関係がみられないことから(表 2)、 耐湿性が

処理時の生育量に全て影響されることはな
いと推察され

た。このことから、幼苗における耐湿性検定は、草種及

び品種の特性を明らかにする有効な一つの方法であ
ると

考えられた。
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図1地上根発根程度と地上部乾物重 (形質変動値)の関係
(試験 1)ρはsp.3-nの順位相口.口中の番号は、表1のn。に対応

4ま とめ

東北地域においては、Lolium属 とFestuca属の交雑に

よる牧草フェストロリウム (FL)が、初期生育及び品

質等に優れた有望な草種として期待されている。そこで、

水田転換畑に導入する上で必要不可欠な耐湿性につい

て、幼苗を用いて他草種を含めた品種間差異を調べた。

5。

3.
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図2地上部乾物重(標準区)と形費変動値の目係 (試験1)
ρはSpem"nの饉位相日、国中の番号は、表1の noに対応

その結果、FL3品種は、いずれもペレニアルライグラ
スとフェスク類の中間程度の耐湿性を示し、オーチャー

ドグラスに比べると耐湿性は比較的高いと考えられた。

供試したFL品種の中ではエパーグリーンが最も良好な

耐湿性を示したが、品種間差異などについては、生育時

期の違いなども含めて比較する必要がある。
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